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まい方，食物と食べ方，歩き方・動き方，汚染物

質のかくし方，自然との接し方，人びとの活動に

ついて具体的な主張がやさしく述べられている。

「地球を救うかんたんな50の方法」は89年にア

メリカで出版された本の翻訳だが，日本の事情に

合うよう加鉦されている。

「地球にやさしい生活術」はイギリスから出版

された本の翻訳そのもので，水，食物，農業，ご

承，有害物質，ニネルギーといった上にあげた本

とも共通する個有の問題の理由をややくわしく述

べている。

「地球となかよく暮らす本」は３人の共著で，

環境に対する配慮とともに出産前の胎児のための

エコロジーに触れている。

以上，題名に表現されているように，日常生活

の具体的な見直しを訴えることから，環境問題を

考えさせようとしている。その点では環境庁編の

本を除いて，どの本にも共通して，ネットワーク

を広げるための団体の連絡所が紹介されていて，

単なる知識にとどまる事無く，行動に立ち上がる

工夫がなされている。

この種の本はまだまだあり，子供を対象とした

ものもある。これらを詳しく鋼べたわけではない

が，環境白書などが1963年版あたりから．日本の

公害が克服され，環境問題は地球規模の性格を

持っていることを強調している風潮を考え合わせ

ると，今日の環境問題の本質を見誤らせる懸念が

無くはない。すなわちが国連の「環境と開発に関

する世界委員会」の報告書Ｏｕ｢CommonFuture，

1987（邦訳，地球の未来を守るために，福武齊

店，1987年)」に示されているように，現在の地球

的規模の環境破壊の原因は，先進国における軍本

と経済の巨大な開発と発展途上国における貧困に

あるという原因が，人類一般の生活態度にあるか

のような錯覚を起こさせることである。したがっ

て先進国の浪費に近い生産の見直しと，発展途上

国の貧困の改善と結びつく方向でこの麺の身近な

地球に優しい式の本が数多く出されている。前

回の公害が中心の環境問題に対して今回は地球規

模の環境問題という特長がある。公害に較べて重

大らしいが身近ではないという矛盾を，個人レベ

ルでも対応しなければならないという願いから発

しているものと考える。評者の手もとにあるの

は，「ニーロジカルライフスタイル（環境庁企

画調整局編，リサイクル文化社，1988年)｣，「地球

を救う133の方法（アースデイ日本編，家の光協

会，1990年)｣，「地球を救うかんたんな50の方法

（ジ・アース・ワークスグループ編，誹談社，

1990年)」，「地球にやさしい生活術（ジョン・

シーモア他署，ＴＢＳブリタニカ，1990年)」，「地

球となかよく暮らす本（上田三根子他署，ファン

ハウス，1991年)｣，の５点である。いずれも再生

紙を使用しており．そのことを断っている。環境

庁の本はずばぬけて早いが，多くは1990年に集中

していることが，これだけのサンプルからも窺う

ことができる。この種の本を徹底して集めたらそ

の辺りの傾向がはっきりするだろう。しかし，そ

れほこの書評の目的ではない。

「ニコロジカルライフスタイル」は1988年環

境庁，日本環境協会の主催で行なわれた「環境保

全ビジョンシンポジニウムーエーロジカルラ

イフスタイルを考える」の収録で桐島洋子氏の基

調講演「蒼空に出逢いを求めて」，小林節夫氏司

会の６人の討議，ニーロジカルライフスクイルを

語る，押田勇雄氏他13氏の輪考からなっている。

おそらく，基調講演と討磯が元のシンポジュウム

内容で，成書にするにあたって論考をつけ加えた

のであろう。８８年という時点を考えれば先見的な

企画であったと甘えよう。

「地球を救う133の方法」はアースディ日本幅

となっているが，1990年４月20日の環境問題を考

え周りにアピールした国際的行動の日本のひとつ

のグループの提言である。地球を救うご承の出し

方，ニネルギーの使い方，水とのつきあい方，住

環境教育VOL,ﾉーノ



書評 7５

生活の見直しが重要であろう。しかし，一度，こ

の種の本が流布され，人々がそれによって環境問

題に関心を持つ，という身近な環境教育の効果を

この種の本が持っていることは評価されるべきで

あろう。
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